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の
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も
の
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る
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る
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穏
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平
穏
平
穏
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い
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無
事
無
事
無
事

ぶ

じ

にににに
毎
日
暮

毎
日
暮

毎
日
暮

毎
日
暮
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ
るるるる
事事事事
で
す
で
す
で
す
で
す
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足足足足た

るるるる
事事事事
をををを
忘忘忘忘
れ
て
れ
て
れ
て
れ
て
、、、、
成

就
成

就

成

就

成

就

じ
ょ
う
じ
ゅ

のののの
道道道道
はははは
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い
か
ら
と

い
か
ら
と

い
か
ら
と

い
か
ら
と
思思思思
い
ま
す

い
ま
す

い
ま
す

い
ま
す
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鸞
親
鸞
親
鸞
親
鸞

し
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ら
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聖
人
聖
人
聖
人
はははは
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陀
彌
陀
彌
陀
彌
陀
のののの
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願
信

本
願
信

本
願
信
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願
信
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ず
べ
し

ず
べ
し
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べ
し    

本
願
信

本
願
信

本
願
信

本
願
信
ず
る
み
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み
な

ず
る
み
ち
は
み
な

ず
る
み
ち
は
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な
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る
み
ち
は
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な    
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取
不
捨

摂
取
不
捨

摂
取
不
捨

摂
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不
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のののの
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利
益
利
益
利
益
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て
に
て
に
て
に
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と
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と
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と
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り
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と
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善
導
大
師
様

善
導
大
師
様

善
導
大
師
様

善
導
大
師
様
はははは

「「「「南
無
南
無
南
無
南
無
」」」」
と
は
と
は
と
は
と
は
願願願願
い
で
あ
り

い
で
あ
り

い
で
あ
り

い
で
あ
り
、
「
、
「
、
「
、
「阿
弥
陀
仏

阿
弥
陀
仏

阿
弥
陀
仏

阿
弥
陀
仏
」」」」
と
は
と
は
と
は
と
は
行行行行
で
あ
る

で
あ
る

で
あ
る

で
あ
る
とととと
、、、、

「「「「願
行

一
致

願
行

一
致

願
行

一
致

願
行

一
致
に
よ
り

に
よ
り

に
よ
り

に
よ
り
南
無
阿
彌
陀
佛

南
無
阿
彌
陀
佛

南
無
阿
彌
陀
佛

南
無
阿
彌
陀
佛
とととと
称称称称と

な

え
れ
ば

え
れ
ば

え
れ
ば

え
れ
ば
極
楽
浄
土

極
楽
浄
土

極
楽
浄
土

極
楽
浄
土
にににに
生生生生
ま
れ
る
な
り

ま
れ
る
な
り

ま
れ
る
な
り

ま
れ
る
な
り
」」」」
とととと
言言言言
わ
れ
ま
し
た

わ
れ
ま
し
た

わ
れ
ま
し
た

わ
れ
ま
し
た
。。。。    

縁縁縁縁
にににに
不
足
不
足
不
足
不
足
をををを
抱抱抱抱
か
ず
か
ず
か
ず
か
ず
、、、、
恩恩恩恩
をををを
知知知知
りりりり
恩恩恩恩
にににに
報報報報

む
く

い
る
は

い
る
は

い
る
は

い
る
は
人
間
人
間
人
間
人
間
と
し
て
の

と
し
て
の

と
し
て
の

と
し
て
の
勤勤勤勤つ

と

め
な
り

め
な
り

め
な
り

め
な
り
。。。。    

彼
岸
供
養

彼
岸
供
養

彼
岸
供
養

彼
岸
供
養
はははは
二
十

一
日

二
十

一
日

二
十

一
日

二
十

一
日
で
す
で
す
で
す
で
す
。。。。 
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